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広 報 3

町
長
コ
ラ
ム

再
出
発

 「
清
流
小
国
川
」へ
の
取
り
組
み

　
舟
形
町
は
、「
清
流
小
国
川
」
を
守
る

た
め
、
昭
和
63
年
か
ら
集
落
排
水
処
理
場

５
ヵ
所
、
公
共
下
水
道
処
理
場
１
ヵ
所
を

整
備
し
て
き
ま
し
た
。
集
合
処
理
の
整
備

率
は
最
上
管
内
で
一
番
、
県
内
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
で
す
。
そ
し
て
、
富
田
美
水
セ

ン
タ
ー
は
県
内
初
の
、
す
べ
て
の
処
理
槽

の
上
に
屋
根
を
か
け
た
全
槽
上
屋
の
処
理

場
で
す
。
当
時
は
、
前
例
が
無
い
と
い
う

こ
と
で
県
と
の
協
議
が
大
変
で
し
た
が
、

冬
期
間
の
管
理
の
難
し
さ
を
訴
え
続
け
て
、

よ
う
や
く
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
は
、
こ
の
す
べ
て
の
集
落
排
水
・
公

共
下
水
道
事
業
の
計
画
・
整
備
を
担
当
し
、

浄
化
槽
関
連
の
資
格
も
取
得
、
長
者
原
と

富
田
の
処
理
場
を
実
際
に
管
理
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
た
び
の
委
託
業
者
に
よ
る
６

年
前
か
ら
の
不
正
に
つ
い
て
は
、「
清
流

小
国
川
」
を
守
る
こ
と
に
長
く
携
わ
っ
て

き
た
だ
け
に
、
誠
に
遺
憾
で
、
憤
り
を
禁

じ
得
ま
せ
ん
。

　
今
後
は
、
業
者
の
管
理
内
容
を
し
っ
か

り
と
検
査
し
て
、
再
発
防
止
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
そ
し
て
、「
清
流
小
国
川
」

と
「
小
国
川
の
鮎
」
の
評
価
を
取
り
戻
せ

る
よ
う
、
全
力
で
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

森

　富
広

・舟形町金婚夫婦祝品交付申請について

・平成29年度舟形町成人式実行委員募集

｜広報ふながた 29.３

　３月16日、舟形中学校で第19
回卒業証書授与式が行われ、34
名の卒業生一人ひとりに荒井祐也
校長から卒業証書が手渡されまし
た。卒業生たちは、恩師や友人・
後輩との別れを惜しみながら、慣
れ親しんだ学び舎を巣立っていき
ました。

ふなぴく ～ふながたの気になった話題、写真などをピックアップ～
・・ ・　・

　
２
月
26
日
、
第
20
回
舟
形
町
ラ
ー
ジ
ボ
ー

ル
卓
球
大
会
が
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
、
舟
形
町
ラ
ー
ジ
ボ

ー
ル
卓
球
協
会
（
会
長
　
大
場
茂
春
さ
ん
）

が
、
出
会
い
や
ふ
れ
あ
い
等
を
大
切
に
し
、

卓
球
の
普
及
や
健
康
増
進
、
親
睦
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
開
会
式
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
卓
球
の
普

及
に
貢
献
さ
れ
た
早
坂
昭
治
さ
ん
・
敦
子
さ

ん
夫
妻
（
舟
形
第
４
）
に
、
町
ラ
ー
ジ
ボ
ー

ル
卓
球
協
会
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　
競
技
は
、
は
じ
め
に
男
女
別
の
リ
ー
グ
戦

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
３
つ
の
ク
ラ

ス
へ
分
か
れ
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

約
40
名
は
、
み
な
さ
ん
笑
顔
で
卓
球
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　
各
ク
ラ
ス
の
第
一
位
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
大
会
結
果
】

男
子

　
Ａ
ク
ラ
ス
　
髙
橋
　
保
美
　（
長
沢
第
３
）

　
Ｂ
ク
ラ
ス
　
伊
藤
　
春
雄
　（
内
山
）

　
Ｃ
ク
ラ
ス
　
大
場
　
茂
春
　（
内
山
）

女
子

　
Ａ
ク
ラ
ス
　
眞
見
　
　
子
　（
舟
形
第
４
）

　
Ｂ
ク
ラ
ス
　
野
尻
　
ゑ
い
子（
内
山
）

　
Ｃ
ク
ラ
ス
　
叶
内
　
悦
子
　（
内
山
）

ふ
れ
あ
い
ダ
ブ
ル
ス

　
髙
橋
　
保
美
・
伊
藤
　
美
智
子

３ 広報ふながた 29.３｜２



｜広報ふながた 29.３５ 広報ふながた 29.３｜４

＜特集＞４月から変わります ＜特集＞４月から変わります

〈
特
集
〉

４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

　
３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
は
、
仕
事
や
学
校
の
節
目
に
当
た
る
こ
と
が
多
く
、
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
に
関
わ
る

制
度
や
仕
組
み
が
変
わ
る
こ
と
も
多
い
時
期
で
す
。

　
町
で
も
、
役
場
内
の
組
織
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
４
月
か
ら
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①役場の組織が変わります①役場の組織が変わります
　４月から、役場の新しい組織機構がスタートします。生活に関わる
サービスの窓口を一元化するなど、町民のみなさんにとって、よりわ
かりやすく利用しやすい形に変更するものです。
　窓口の場所が変わるなどのご不便をおかけしますが、町民のみなさ
んのご理解とご協力をお願いします。

●変更の背景
　平成17年の機構改革により班体制へ移行し、業務の枠組みの見直しや協力体制が強化されるなど、現在
の組織体制で一定の成果がありました。しかし、近年、住民ニーズの高度化・専門化により業務量が増加
する一方で、計画を上回る職員数の削減により、班体制による業務協力体制を維持することが困難な状況
となってきました。また、町民のみなさんから、係がわかりにくいとの評もありました。このため、昨年
の４月から機構改革検討委員会で機構改革の検討を進めてきたところです。
　各課の配置と主な業務内容については、次のとおりとなります。

～機構改革で組織機構が新しくなります～

●新しい配置図

役場
本庁舎／第2庁舎

●機構改革のポイントについて
　○「商工観光班」を、商工業活性化や起業支援等を
　　行う「商工支援係」と都市交流や観光施設の管理
　　運営などを行う「交流促進係」に分割し、「まちづ
　　くり課」に配置。
　○町税や戸籍関係などの窓口業務と、衛生・消防・
　　危機管理などの町民生活安全関連を一元化した
　　「住民税務課」を役場本庁舎入り口に設置。
　○「班」体制を、業務の枠組を縮小した「係」体制へ
　　移行。
　○管理職の補佐役として課長補佐（総括）を設置。
　○「５課１委員会１局１室」から「６課１委員会１局１室」
　　に変更。

３月31日㈮まで４月３日㈪から４月３日㈪から
総　務　課
総　務　係
財政管財係

総　務　課
総 務 班
財政管財班
危機管理室

税務福祉課
福祉国保班
健康介護班
税　務　班

まちづくり課
住　民　班
企画調整班

産業振興課
商工観光班
農　政　班

地域整備課
農村整備班
生活環境班

教育委員会
事　務　局

健康福祉課
福　祉　係
介護医療係
地域保健係

総合包括支援センター

住民税務課
住　民　係
危機管理係
生活安全係
税　務　係

まちづくり課
企画調整係
地域支援係
商工支援係
交流促進係

農業振興課
農政企画係
農業振興係

地域整備課
建設整備係
農村整備係

（技術支援センター）
水　道　係
下 水 道 係

教育委員会
学　事　係
社会教育係
社会体育係

第２庁舎第２庁舎

本庁舎本庁舎

１階
地域整備課

１階

２階 総務課
議会
事務局

○道路等の維持管理
○災害復旧
○町道等の除排雪
○上下水道
○農業集落排水
○町営住宅
○空き家・リフォーム
　　　　　　　　他

○人事・組織
○財政計画
○行財政改革
○選挙
○統計調査　他

まちづくり課
健康福祉課 ○町の施策

○地域づくり
○町営バス
○婚活支援
○商工業 ○観光情報
○広報・広聴　他

○国民健康保険・介護保険
○国民年金　　○子育て支援
○生活保護　　○健康づくり
○介護・福祉サービス　他

会計室
○公金の運用・出納・保管　他

住民税務課
○税金
○戸籍・住民票等
○斎場
○危機管理
○消防防災
○交通安全
○環境衛生　他

○議会
○監査　他

２階
農業振興課

○水田農業
○新規就農者育成
○制度資金
○園芸作物
○農地集積
○林業・水産業・畜産業
○６次産業化
○有害鳥獣　　他

正面玄関



｜広報ふながた 29.３７ 広報ふながた 29.３｜６

＜特集＞４月から変わります ＜特集＞４月から変わります

②介護保険サービスが変わります②介護保険サービスが変わります
　要支援１・２の方が利用する介護保険サービスのうち「予防訪問介護（ホームヘルプサービス）」と
「予防通所介護（デイサービス）」が、全国一律の介護保険サービスから、町が介護予防のために実施す
る「介護予防・生活支援サービス事業」に移行します。（広報ふながた12月号 №694参照）

～介護予防・日常生活支援総合事業が始まります～
③観光物産センターににぎわいを③観光物産センターににぎわいを
　４月から、観光物産センターめがみは町の観光情報の案内や体験活動のコーディネート等を行いながら、
これまで以上にたくさんの方が立ち寄り、気軽に利用できる「より安心してくつろげる空間づくり」を目
指していきます。

●主な業務内容について
　○無料Wi-Fi（ワイファイ）スポットを設置【新規】
　○町内における体験活動等のコーディネート【新規】
　○舟形スイーツの予約受付・販売【新規】
　○にぎわい創出のためのイベントの企画・開催【拡充】
　○観光情報の案内
　○観光についての問い合わせへの対応
　○町特産品の販売
　○ＪＲ切符の販売

【無料Wi-Fiスポットとは？】
　無料で高速インターネットを利用できる公衆無線ＬＡＮサービスです。
　Wi-Fiに対応したスマートフォンやパソコンなどを使うことで、
手軽にインターネットへ接続することができます。
※ご利用にはパスワードの入力が必要です。施設内にパスワードを掲示します。

●問い合わせ
　舟形町産業振興課商工観光班　☎（32）2111（内線423）

～立ち寄りたくなるような場所を目指します～

④保育園の業務委託が始まります④保育園の業務委託が始まります
　来年で開園10年目を迎える保育園について、４月から社会福祉協議会に業務を委託します。
　なお、保育園入所の申し込みや認定審査、保育料の決定等はこれまでどおり町が行い、保育料の納付先
も町のままで変わりません。

●社会福祉協議会に委託する業務
　○保育・給食・保育バス業務

●問い合わせ
　舟形町社会福祉協議会事務局　☎（32）2733
○施設管理について
　舟形町教育委員会　　　　　　☎（32）2379
○入所申し込みや保育料について
　舟形町税務福祉課福祉国保班　☎（32）2111（内線341）

～舟形町社会福祉協議会が保育方針を引き継ぎ～

●要支援１・２に認定されている方へ
　訪問介護及び通所介護のみをご利用の方は、介護認定の手続きをせずに町の介護サービスが利用できま
す。そのため、更新手続きの案内が行きません。（町の介護サービスが利用できるかどうかの確認が必要
となります。対象となる方には、事前に地域包括支援センターからご連絡します。）
　なお、通所リハビリや福祉用具地域貸与の利用を希望される方は、引き続き介護認定が必要となります
ので、税務福祉課窓口までお越しいただくか、地域包括支援センターまたは担当のケアマネジャーにご相
談ください。
●問い合わせ
　舟形町税務福祉課健康介護班　☎（32）2111（内線355）
　舟形町地域包括支援センター　☎（32）8762

要支援分

現在の介護サービス

【新規】

（ホームヘルプサービス）

（デイサービス）



｜広報ふながた 29.３９

 

広報ふながた 29.３｜８

＜特集＞４月から変わります ＜特集＞４月から変わります

⑤中央公民館を耐震補強します⑤中央公民館を耐震補強します
　昭和49年の開館以来、舟形町中央公民館は町民にとっての学習施設として、また交流の場として利用
されています。より安全安心に使用できるように、５月から耐震補強工事を実施することとなりました。
工事期間中は、館内の利用ができなくなるなどのご不便をおかけしますが、町民のみなさんのご理解とご
協力をお願いします。
　※詳細につきましては、広報ふながた４月号で改めてお知らせします。
●工事内容について
　外壁にＶ字の鉄骨ブレースを取り付けたり、建物内の壁を厚くするなどして、地震に強い建物にします。
●工事期間について
　工期は、５月から10月末までの６ヵ月間を予定しています。
●中央公民館の利用について
　工事期間中の講演会などのイベントやサークル活動などは、生涯学習センターや農村環境改善センター
等、中央公民館以外の公共施設をご利用いただくことになります。なお、教育委員会が行なっている業務
については生涯学習センターに事務室を仮移転し行います。
●問い合わせ
　舟形町中央公民館　☎（32）2246

～５月から工事が始まります～
医療費控除の特例が新設されました医療費控除の特例が新設されました

　平成29年１月から、セルフメディケーション税制（医療費控除の特例）が始まりました。
　これは、健康診断など、健康の維持・増進や疾病予防のための取り組みをしている方が、平成29年１
月１日以降に一部の市販薬（スイッチOTC医薬品※）を購入した場合に、確定申告において所得控除を
受けることができる新しい税制度です。
　※スイッチOTC医薬品…要指導医薬品及び一般用医薬品のうち、医療用から転用された医薬品
　　　セルフメディケーションとは、WHO（世界保健機関）において「自分自身の健康に責任を持ち、軽度な体の不調
　　は自分で手当てすること」と定義されています。

●対象となる方
　適切な健康管理のもとで医療用医薬品からの代替を進めるため、以下のいずれかを受けている方
　○特定健康診査（メタボ検診）　　○特定保健指導　○勤務先で実施する健康診断（事業主健診）
　○がん検診　　○予防接種

●対象となる医薬品について
　厚生労働省のホームページに掲載されている医薬品で、平成29年１月１日から
平成33年12月31日までの間に購入したものが対象となります。
　○1,601品目（2月14日現在）
　　　なお、対象製品には、セルフメディケーション税制の対象商品であること
　　を示す共通識別マークが入っている場合があります。
▼ホームページ／
　http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000124853.html

●控除について
　本人または本人と生計を一にする配偶者やその
他の親族に係る対象医薬品の購入金額が、その年
中に合計12,000円を超えるときは、12,000円
を超えた部分の金額（上限88,000円）について、
所得控除を受けることができます。
　なお、従来の医療費控除制度と、セルフメディ
ケーション税制を同時に利用することはできませ
ん。どちらかを確定申告時に選択することになり
ます。

●申告に必要なもの
　○ドラッグストアや薬局等で医薬品を購入した
　　際に受け取ったレシートまたは領収証
　○健診や予防接種等を受けたことを明らかにす
　　る書類（領収証または結果通知表）

●問い合わせ
　○町の健康診断等について　舟形町税務福祉課健康介護班　☎（32）2111（内線351）
　○申告について　　　　　　舟形町税務福祉課税務班　　　☎（32）2111（内線391）

～セルフメディケーション税制が始まりました～
番外編

１月から

厚生労働省ホームページ

セルフメディケーション税制を利用した例
　課税所得400万円の方が、対象医薬品を
年間20,000円購入した場合（生計を一に
する配偶者とその他の親族の分を含む）

○減税額
　　所得税1,600円
　（控除額8,000円×所得税率20％）
　　個人住民税800円
　（控除額8,000円×個人住民税率10％）

20,000円
（対象医薬品の購入金額）

12,000円
（下限額）

8,000円
（控除額）

【平面図】

【立面図】
鉄骨ブレース

耐震壁増設 耐震壁増設
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ほほえみ保育園での中学生の保育実習 小学校児童会と中学校生徒会による
合同あいさつ運動

地域のみなさんの仕事を学ぶトライワーク

　
　舟
形
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に

期
待
す
る
こ
と
、
目
指
す
姿
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
す
か
？

　学
校
教
育
に
は
、
学
力
や
体
力
の
向
上
、

生
活
習
慣
や
食
育
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、「
地
域
の
み
な
さ
ん
の
視
点
」
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　こ
れ
ま
で
も
、
読
み
聞
か
せ
の
活
動
、
職

場
体
験
へ
の
協
力
、
栽
培
活
動
、
奉
仕
活
動
、

学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
、
地
域
の
み
な

さ
ん
か
ら
多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
き

ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
は
、
地
域
や
保
護
者
の
み
な
さ

ん
と
学
校
の
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
よ
り
い
っ
そ
う
「
地
域
で
も
子
ど

も
の
教
育
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
。
自
分
た

ち
が
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
る
」
と
い
う

意
識
が
高
ま
り
、
学
校
の
先
生
方
と
一
緒
に

な
っ
て
、
主
体
的
に
「
自
分
た
ち
の
学
校
」

を
創
っ
て
い
く
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

舟形町教育委員会
齊藤　渉　教育長

教
育
長
に
伺
い
ま
し
た

教
育
長
に
伺
い
ま
し
た

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は
、

「
学
校
運
営
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
た
学

校
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　「
学
校
運
営
協
議
会
」
と
は
、
教
育
委

員
会
か
ら
任
命
さ
れ
た
保
護
者
や
地
域
の

み
な
さ
ん
な
ど
が
、
学
校
の
運
営
の
基
本

方
針
を
承
認
し
た
り
、
教
育
活
動
に
意
見

を
出
し
た
り
し
な
が
ら
、
ア
イ
デ
ィ
ア
等

を
積
極
的
に
学
校
運
営
へ
取
り
入
れ
て
い

く
制
度
で
す
。

　
学
校
と
地
域
が
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
互
い
に
信
頼
し
合
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
主
体
的
に
地
域
の
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
支
え
て
い
く
、
そ
の
よ
う
な

学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
ね
ら

い
で
す
。

　
今
後
、
国
で
は
全
国
す
べ
て
の
公
立
学

校
に
、
こ
の
制
度
を
導
入
し
て
い
く
予
定

で
す
。

 

県
内
で
の
導
入
は
ま
だ
少
数

　
近
年
、
地
域
住
民
や
保
護
者
等
が
学
校

運
営
や
教
育
活
動
に
つ
い
て
協
議
し
、
意

見
を
述
べ
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
学
校
が

全
国
で
増
え
て
お
り
、
平
成
28
年
４
月
１

日
現
在
、
全
国
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
指
定
校
は
２
，６
６
１
校
あ
り
ま
す
。

県
内
で
は
、
平
成
25
年
度
に
導
入
し
た
大

石
田
町
の
ほ
か
、
５
市
町
村
の
18
校
が
指

定
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
な
お
、
日
本
大
学
に
よ
る
調
査
研
究
に

よ
る
と
、
指
定
さ
れ
た
学
校
で
は
、
地
域

連
携
に
関
す
る
成
果
の
み
な
ら
ず
、
教
職

員
の
意
識
改
革
や
、
児
童
生
徒
の
学
力
向

上
、
生
徒
指
導
の
課
題
解
決
に
お
い
て
も

成
果
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
研
究
結

果
が
出
て
い
ま
す
。【
図
１
】

 

「
保
小
中
一
貫
教
育
推
進
」
構
想

　
町
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
導
入
に
あ
た
り
、
舟
形
小
・
中
学
校
に

置
か
れ
て
い
た
学
校
評
議
員
会
を
廃
止
し
、

学
校
運
営
協
議
会
と
し
て
新
た
に
発
足
し

ま
す
。

　
ま
た
、「
保
小
中
一
貫
教
育
推
進
委
員

会
」
を
設
置
し
、
連
携
教
育
を
よ
り
充
実

さ
せ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
町
に
保
育

園
１
園
、
小
学
校
１
校
、
中
学
校
１
校
と

い
う
連
携
の
取
り
や
す
さ
を
活
か
す
取
り

組
み
で
す
。
一
貫
教
育
に
は
、
舟
形
町
の

子
ど
も
を
「
保
小
中
の
15
年
間
で
育
て
よ

う
」、「
町
ぐ
る
み
で
育
て
よ
う
」
と
い
う

願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
保
育
園
・
小

学
校
・
中
学
校
を
一
つ
の
学
び
舎
と
し
て

み
て
い
く
も
の
で
す
。
保
小
中
一
貫
教
育

推
進
委
員
会
で
は
、
保
小
中
の
教
育
に
つ

い
て
一
体
的
に
話
し
合
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ほ
ほ
え
み
保
育
園
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
が
、
小
学
校

の
学
校
運
営
協
議
会
や
保
小
中
一
貫
教
育

推
進
委
員
会
に
、
園
長
や
保
護
者
会
代
表

等
が
参
加
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
町
全
体
と
し
て
一
体
感
を

も
っ
た
一
貫
教
育
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
ま
す
。【
図
２
】

　
な
お
、
学
校
運
営
協
議
会
は
小
・
中
学

校
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
行
い
ま
す
が
、
保

小
中
の
児
童
・
生
徒
の
交
流
を
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
保
護
者
や
教
職
員
の
相
互

交
流
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
の

協
力
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
教
育
委
員
会

　
☎（
32
）
２
３
７
９

【図２】舟形町コミュニティ・スクールのイメージ

《委員について》
○教育委員会が任命
○小・中各10名程度
○非常勤職員（任期２年）
○保小中一貫教育推進委員会の委員を兼ねる

舟形小学校
舟形中学校

（ほほえみ保育園）

舟形町教育委員会
保護者

地域のみなさん

舟形小学校
学校運営協議会
舟形中学校
学校運営協議会
（保小中一貫教育
推進委員会）

情報発信

意見
承認

学校指定
学校支援

説明

委員任命

運営参画意見

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
を
目
指
し
て

〜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
ま
す
〜

　
舟
形
町
教
育
委
員
会
で
は
、
２
月
の
定
例
教
育
会
議
に
お
い
て
、
平
成
29
年
度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）
を
導
入
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
町
で
は
「
よ
り
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
基
盤
と
し
た
保
小
中
一
貫

教
育
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【図１】コミュニティ・スクールの成果

つ
く

い

出典：「コミュニティ・スクールの推進に関する教育委員会及び学校における取組の
　　　　成果検証に係る調査研究報告書」 日本大学文理学部（平成24年３月）

学校と地域が情報を共有するようになった
地域が学校に協力的になった

地域と連携した取り組みが組織的に行えるようになった
特色ある学校づくりが進んだ

学校に対する保護者や地域の理解が深まった
学校関係者評価が効果的に行えるようになった

教職員の意識改革が進んだ
児童生徒の学習意欲が高まった

いじめ・不登校・暴力など生徒指導の課題が解決した
児童生徒の学力が向上した

92.6%

84.0%
83.0%
82.6%
82.6%

77.4%
50.5％

42.7%

36.2%

87.7%
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地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
に

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

等
の
進
行
が
著
し
い
地
方
に
お
い
て
、
地
域
外
の

人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
そ
の
定
住
・
定
着
を

図
る
こ
と
で
、
移
住
等
に
意
欲
が
あ
る
都
市
住
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
地
域
活
性
化
を
図
っ

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
の
制
度
で
す
。

　
町
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
こ
の
制
度
を
活
用

し
、
延
べ
７
名
の
若
者
を
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

に
委
嘱
し
て
、
農
林
水
産
業
の
応
援
や
地
域
資
源

の
発
掘
の
ほ
か
、
集
落
活
性
化
支
援
や
住
民
の
生

活
支
援
な
ど
多
様
な
地
域
協
力
活
動
を
行
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
協
力
隊
は
、
経
験
や
年
齢
、
専
門
分
野
に
違
い

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
隊
員
の
活
動
分
野
も
違
い

ま
す
。
最
長
三
年
と
い
う
任
期
の
中
で
、
こ
れ
ま

で
の
知
識
や
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
地
域
の
活
性

化
を
図
り
、
定
住
・
定
着
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
、
町
で
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
４
名
が
活

動
し
て
い
ま
す
が
、
３
月
末
に
、
宇
都
木
俊
昭
隊

員
と
太
田
和
慶
隊
員
の
２
名
が
協
力
隊
を
卒
業
し

ま
す
。
今
回
、
二
人
の
活
動
や
想
い
を
紹
介
し
ま

す
。
私
た
ち
も
一
人
ひ
と
り
が
望
む
町
の
姿
に
つ

い
て
考
え
、
ど
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
な
っ

て
い
く
か
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

☎（
32
）
２
１
１
１
（
内
線
316
）

　
大
学
卒
業
後
、
東
京
都
に
あ
る
国
際
物
流
の

会
社
に
就
職
し
、
業
務
で
海
外
に
行
く
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
し
た
。
数
多
く
の
国
に
行
き
、
日
本
に
帰
る
。

そ
の
繰
り
返
し
の
中
で
〝
帰
国
し
た
時
の
こ
の
安
心
感
は

な
ん
だ
ろ
う
？
〞
と
疑
問
を
持
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
問
自
答
し
て
導
い
た
答
え
は

〝
文
化
〞
で
し
た
。
慣
習
・
食
・
風
土…

色
々
な
要
素
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
〝
文
化
〞
の
源

は
、
人
が
集
ま
る
都
心
で
は
な
く
、
集
ま
る
人
が
生
ま
れ
た
地
方
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
文
化
を
肌
で
感
じ
、
地
方
に
自
分
の
力
を
還
元
で
き
な
い
か
と
思
い
、
協
力
隊
に
応
募

し
ま
し
た
。
そ
し
て
人
の
良
さ
、
不
思
議
な
縁
に
導
か
れ
舟
形
町
に
着
任
し
ま
し
た
。

　
舟
形
町
に
来
て
感
じ
た
こ
と
は
〝
思
っ
て
い
た
以
上
に
若
者
が
多
い
〞
と
い
う
こ
と
。
自

分
と
同
じ
世
代
の
人
た
ち
と
、
こ
の
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
け
な
い
だ
ろ
う
か
、
こ
の
世
代

の
人
た
ち
の
た
め
に
な
に
か
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
、
主
に
婚
活
や
、
若
者
が
集
ま
っ

て
〝
実
は
こ
ん
な
食
べ
物
・
文
化
・
人
が
い
る
の
か
〞
と
発
見
・
実
感
で
き
る
よ
う
な
場
所

づ
く
り
を
目
指
し
、
三
年
間
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
成
果
は
見
え
づ
ら
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

成
婚
の
報
告
に
来
て
い
た
だ
い
た
り
、
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
久
し
ぶ
り
に
友
人
と
話
し
て

い
る
人
の
姿
な
ど
を
見
た
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
報
わ
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
三
年
間
舟
形
町
で
暮
ら
し
て
み
て
、
若
者
に
対
し
て
の
支
援
や
取
り
組
み
が
ま
だ
少
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
世
代
は
半
強
制
的
に
物
事
を
押
し
付
け
た
り
、
促
し
た
り
す
る
と

逆
効
果
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
自
然
体
で
一
緒
に
過
ご
し
、
ニ
ー
ズ
を
聞
き
な

が
ら
若
者
同
士
の
つ
な
が
り
を
強
化
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
範
囲
で
実
践
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
も
舟
形
町
で
暮
ら
し
て
い
き
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
町
に
暮
ら
し
続
け
た
い
と

思
っ
た
の
は
、
何
よ
り
も
町
民
の
み
な
さ
ん
が
〝
よ
そ
者
〞
で
あ
る
私
を
温
か
く
受
け
入
れ

て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
で
す
。
４
月
以
降
も
舟
形
町
の
〝
文
化
〞
を
教
え
て
い
た
だ
く
機
会
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
ご
恩
に
報
い
ら
れ
る
よ
う
に
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
こ
こ
で
一
区
切
り
と
し
て
、
三
年
間
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
一
町
民
と
し
て
お
付
き
合
い
の
程
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
ふ
れ
て

　
舟
形
町
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た

　
こ
の
た
び
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
卒
業
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
太
田
和
慶
で
す
。
舟
形
町
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
の
中
で
格
段
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
私
が
舟
形
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
以
前
舟

形
町
に
住
み
農
業
に
携
る
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
地
元

に
帰
っ
て
か
ら
も
舟
形
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
日
ま
し
に
舟
形
町
に
戻

っ
て
暮
ら
し
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
平
成
27
年
12
月
か
ら
一
年
三
ヵ
月
、
私
は
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
町
の
農
林
水
産
加
工
品
の
営
業
・
販
売
を
中
心
に
、
商
品
開
発

や
改
良
、
販
促
物
作
成
な
ど
の
活
動
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
私
の
地
元
山
形
市
と
比
べ
、
舟
形
町
は
自
然
環
境
が
良
く
、
ま
た
多
様

な
作
物
の
育
つ
豊
か
な
土
地
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
町
の
み

な
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
き
た
私
で
す
が
、
協
力
隊
の
活
動
で
学

ん
だ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
こ
れ
か
ら
少
し
で
も
町
の
み
な
さ
ん
に
還
元
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
、
労
を
惜
し
ま
な
い

気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
行
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
町
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
て
仕
事
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
年
三
ヵ
月
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
に

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

等
の
進
行
が
著
し
い
地
方
に
お
い
て
、
地
域
外
の

人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
そ
の
定
住
・
定
着
を

図
る
こ
と
で
、
移
住
等
に
意
欲
が
あ
る
都
市
住
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
地
域
活
性
化
を
図
っ

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
の
制
度
で
す
。

　
町
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
こ
の
制
度
を
活
用

し
、
延
べ
７
名
の
若
者
を
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

に
委
嘱
し
て
、
農
林
水
産
業
の
応
援
や
地
域
資
源

の
発
掘
の
ほ
か
、
集
落
活
性
化
支
援
や
住
民
の
生

活
支
援
な
ど
多
様
な
地
域
協
力
活
動
を
行
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
協
力
隊
は
、
経
験
や
年
齢
、
専
門
分
野
に
違
い

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
隊
員
の
活
動
分
野
も
違
い

ま
す
。
最
長
三
年
と
い
う
任
期
の
中
で
、
こ
れ
ま

で
の
知
識
や
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
地
域
の
活
性

化
を
図
り
、
定
住
・
定
着
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
、
町
で
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
４
名
が
活

動
し
て
い
ま
す
が
、
３
月
末
に
、
宇
都
木
俊
昭
隊

員
と
太
田
和
慶
隊
員
の
２
名
が
協
力
隊
を
卒
業
し

ま
す
。
今
回
、
二
人
の
活
動
や
想
い
を
紹
介
し
ま

す
。
私
た
ち
も
一
人
ひ
と
り
が
望
む
町
の
姿
に
つ

い
て
考
え
、
ど
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
な
っ

て
い
く
か
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

☎（
32
）
２
１
１
１
（
内
線
316
）

ま
い

わ

宇
都
木
　
俊
昭

　（
神
奈
川
県
相
模
原
市
出
身
）

太
田
　
和
慶

　（
山
形
市
出
身
）

お
お
た

か
ず
よ
し

う

つ

ぎ

と
し
あ
き

～地域おこし協力隊員のつぶやき～

いい



（
お
詫
び
と
訂
正
）
広
報
２
月
号
（
Ｐ
７
ま
ち
の
わ
だ
い
）
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

東
北
福
祉
大
連
携
交
流
事
業
は
、
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

２
月
６
日
　
舟
形
町
テ
ニ
ス
協
会
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
体
験
教
室

わ だ い ②

わ だ い ① ま
ち
の
わ
だ
い

わ だ い ⑥

わ だ い ④

わ だ い ⑤

　２月26日、舟形町結婚サポートセンターと尾花沢
市結婚促進協議会「LaLaネット」が合同で企画し
た、真っ赤な恋活バスツアー「恋するグル旅」が富
長交流センター等で開催されました。
　独身男女28名が参加したこの恋活。参加者は全国
のご当地グルメを味わえるすごろくゲームや、銀山
温泉の散策などを行いながら、気になる異性との交
流を楽しんだようです。なお、今回は９組のカップ
ルが誕生しました。

真っ赤な恋活バスツアー

熟練の技を競う

　２月22日、舟形町老人クラブ連合会による輪
投げ交流大会がB&Gセンターで行われました。
これは冬場の外出のきっかけづくりにと町社会福
祉協議会が企画したもので、約200名の高齢者が
輪投げを楽しみました。結果は次のとおりです。
【団体】１位 幅Aチーム
　　　　２位 長沢Aチーム ３位 紫山Aチーム
【個人】１位 大場イセノ（長沢第１）
　　　　２位 斎藤昭一（幅）　３位 鈴木昭紀（経檀原）

「堀内ふるさと応援女性の会」発足

　３月５日、堀内ふるさと応援女性の会（会長
東海林宮子さん）が、会の発足記念事業「ひな祭
り～小さな演奏会～」を農村環境改善センターで
開催しました。当日は、新庄吹奏楽団の演奏会や
かるた大会が行われたほか、特製ちらし寿司が振
る舞われ、参加者は舌鼓を打っていました。
　女性の会は、地域や自分たちが元気になる活動
をしていこうと堀内地区の有志13名で組織され、
１月に発足しました。

わ だ い ③

若者の健康づくりを支援

　３月１日、保健センターにて（公社）山形県栄養
士会会長の西村恵美子氏を講師に迎え、生活習慣病
予防のための講演会が開催されました。
　参加者は「若い世代の食生活の現状と課題」とい
うテーマで、若者が将来自立して自分の健康管理が
できるようになるための支援方法について学びまし
た。西村氏は「若い世代の食生活について、１日３
回の食事、特に朝食を子どものころから食べる習慣
が大切です」と話していました。

　３月８日、十二河原で舟形ほほえみ保育園の
年中児と最上町の保育園児が合同で、サケ稚魚
の放流を行いました。これは、小国川漁業協同
組合と最上小国川産地協議会が、清流小国川を
地域のみんなで守る意識を育む目的で企画した
ものです。
　町サケふ化場でふ化し６㎝に育った稚魚約１万
３千尾を放流すると、園児たちは「元気に川へ帰
ってきてね」と手を振って見送っていました。

大きくなって帰ってきてね

　３月１～31日の期間、東京都汐留のアンテナシ
ョップに、舟形産の無添加の漬物や鮎の加工品を
出品しています。これは、新庄・最上地区の農林
水産物を東京都内へPRし、販路形成することなど
を目的に、最上地域雇用創造推進協議会が窓口と
なって行なっているものです。
　なお、このアンテナショップは、２月に町農産
物等販売促進研修会で講演していただいた㈱ナチ
ュラルアートが運営しています。

舟形の特産品はんめぇぞ～

▶9歳から80代のお年寄りまで、
35名が卓球を通して交流しました。

東部地区ふれあい卓球大会
世代を越えた勝負

３
12

▶園児たちは学んだことを振り返
りながら、修了証を受け取りました。

かもしかクラブ修了式
交通ルールなどをおさらい

３
10

▶新たに固定資産評価審査委員に
選任されました。任期は３年です。

大場一善さん（長沢第１）
中立的な立場から審査

３
９

沼
沢
　智
勝
（
新
庄
南
高
校
３
年
）

・
県
高
等
学
校
情
報
処
理
競
技
大
会

団
体
　
第
２
位

田
中
　拓
海
（
県
立
農
林
大
学
校
２
年
）

・
東
日
本
農
業
大
学
校
等
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発

　
表
会
・
意
見
発
表
会

　
意
見
発
表
の
部
　
最
優
秀
賞

逸
見
　龍
聖
（
東
北
福
祉
大
学
３
年
）

・
東
北
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

　
春
季
リ
ー
グ
戦
　
第
１
位

　
町
の
教
育
・
芸
術
・
文
化
の
向
上
と
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
方
を
対
象
に
贈
ら
れ
る
、

舟
形
町
教
育
功
労
者
表
彰
。
２
月
13
日
に

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
に

顕
著
な
成
績
を
挙
げ
た
方
が
別
途
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

教
育
創
造
賞

　
　
　
　
　
　
　（
高
等
学
校
の
部
）

教
育
功
労
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
一
般
の
部
）

◇
舟
形
町

　教
育
功
労
者
表
彰

◇
舟
形
町

　教
育
功
労
者
表
彰

｜広報ふながた 29.３15 広報ふながた 29.３｜14



｜広報ふながた 29.３17 広報ふながた 29.３｜16

あなたの声をお寄せください

まちづくり課 企画調整班
☎（32）2111（内線313）

　まちの話題、疑問、質問、
提言、意見のほか、会員募
集やリサイクル情報（譲り
たい、譲ってほしい）、イ
ラストなど何でも結構です。
　広報紙上でできるだけ紹
介します。

新
刊
書
の
紹
介

（
舟
形
町
中
央
公
民
館
図
書
室
）

ま
て
ま
て
さ
んお

ー
な
り
由
子
／
著

さ
よ
な
ら

　マ
マ
が
お
ば
け
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
！

の
ぶ
み
／
著

タバコは町内で買いましょう。
１月のタバコ税は1,480,327円

４月の舟形若あゆ温泉の
休館日は12日㈬

舟形小学校
旧堀内小学校跡地
富長交流センター
長沢交流センター

0.04
0.04
0.04
0.04

0.04
0.04
0.04
0.04

  晴　
〃
〃
〃

○空間放射線量測定結果
測定日／３月６日㈪

測定場所 天候 測定値（μsv/h）
1m0.5m

○水道水に含まれる放射性物質測定結果
測定日／２月23日㈭

採水場所 ヨウ素 セシウム
舟形町役場 不検出不検出
～人体に影響はありません～

４月の納期

忘れずに申告しましょう。

　おばけになってかんたろうのもとへ
現れていたママと、本当にお別れの時
がきました。離れていてもずっと見守
っている。母が子へ、子が母へ託した
「さよなら」のメッセージ。

　子育て体験から生まれた「あかちゃ
んとのあそびえほん」シリーズ。靴下
のまてまてさんが、赤ちゃんと追っか
けっこ。赤ちゃんとのスキンシップの
楽しさと大切さが詰まった１冊です。

５月１日（月）まで

◆軽自動車税

舟形町金婚夫婦祝品
　　　　　交付申請について
　結婚して50年、今年めでたく金婚を迎えられるみなさん、誠にお
めでとうございます。町では金婚を迎えられるご夫婦に町敬老祝賀式
で祝品を贈呈しております。対象の方は申請ください。
　▼対 象 者／昭和42年に婚姻された夫婦

▼申 請 先／○町税務福祉課
　　　　　　○生涯学習センター
　　　　　　○農村環境改善センター

▼必要なもの／印鑑、戸籍抄本
※婚姻年月日をご確認のうえ申請ください。

▼申請期間／４月３日（月）～５月19日（金）

▼そ の 他／この申請と併せて、山形新聞・山形放送主催の「おしどり
金婚さん顕彰」の申し込みを受け付けします。申請期間を過ぎると町金
婚夫婦祝品と同時に贈呈ができなくなりますので、ご注意ください。

▼問い合わせ／
舟形町税務福祉課福祉国保班　☎（32）2111（内線336・341）

平成２９年度舟形町成人式実行委員募集平成２９年度舟形町成人式実行委員募集
　８月14日に開催する成人式の準備や企画・運営などを行う実行委員を募集します。
　実行委員会は、帰省シーズンに開催しますので、進学や就職で県外
に在住されている方も応募できます。思い出に残る「成人式」を仲間
と一緒に創りあげましょう。

▼対　　象／平成８年４月２日～平成９年４月１日生まれの方
▼募集人数／10名程度
▼活動内容／記念事業の企画・運営等
▼問い合わせ／舟形町中央公民館　☎（32）2246

つく

短
歌

玄
関
の
紅
白
梅
ら
咲
き
盛
り
あ
や
さ
る
曽ひ

こ孫
に
香
り
乗
り
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
景
　
雄
（
沖

の

原
）

草
む
す
び
に
松
が
枝
む
す
び
祈い

の

り
け
る
有あ

り

ま

の

み

こ

間
皇
子
の
む
な
し
き
祈
り
は

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
夫
（
西
　
　
堀
）

　
　

【
千
風
会
「
北
帰
行
・
麗う

ら
う
ら々

と
春
」
】

徳
良
湖
や
遅
れ
て
飛
来
の
あ
の
親
子
無
事
越
冬
か
気
が
か
り
な
北
帰
行

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
　
勝
　
広
（
舟
形
第
四
）

に
ぎ
わ
し
や
白
鳥
の
群
の
餌
ね
だ
る
か
が
よ
ふ
水み

な

も面
そ
ろ
そ
ろ
北
帰
行

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
ひ
ろ
み
（
木 

　
友
）

白
鳥
も
底
藻
す
く
え
ば
黒
鳥
の
よ
う
声
か
け
旅
支
度
せ
わ
し
き
親
子

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
景
　
山
　
晃
　
佑
（
仙

台

市
）

め
く
め
く
日

ひ

和
布
団
干
し
終
へ
深
呼
吸
微
か
に
春
匂
う
三
寒
四
温

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
智
　
子
（
盛

岡

市
）

麗う
ら
う
ら々

や
羽
根
と
羽
根
の
間ま

に
空
気
入
れ
ふ
く
ふ
く
丸
々
枝
木
の
子す

ず
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風
会
　
　
　
　
　
　
　
小
　
野
　
光
　
子
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う
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弥
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の
か
に
匂
ふ
野
辺
ふ
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む
け
ば
ま
ー
あ
愛い

と

し
娘き

み

が
手
を
振
る
　

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
沼
　
澤
　
千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
第
四
）

　
麗
々
…
う
ら
ら
か
な
春
の
ほ
の
か
に
日
射
す
さ
ま
　

俳
句

子
等
は
し
ゃ
ぐ
紙
面
を
賑
わ
す
雪
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
孝
　
子
（
舟
形
第
二
）

春し
ゅ
ん
り
ん霖

の
墨
絵
と
な
り
て
一
日
暮
る

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
昭
　
子
（
長
沢
第
一
）

手
間
ひ
ま
の
要
ら
ぬ
化
粧
や
冬
帽
子

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
小
夜
子
（
内
　
　
山
）

夫
と
犬
い
び
き
高
ら
か
春
き
ざ
す

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
柏
　
木
　
伸
　
子
（
長
沢
第
三
）

年
の
豆
齢
重
ね
て
手
に
あ
ふ
る

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
齊
　
藤
　
若
　
子
（
内
　
　
山
）

オ
リ
ー
ブ
油
凍
り
し
今
朝
の
厨
か
な

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
髙
　
橋
　
ふ
き
子
（
長
沢
第
三
）

春
の
陽
や
輪
投
げ
大
会
老
男
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
　
見
　
七
　
生
（
舟
形
第
四
）

春
一
番
綿
毛
ま
き
上
げ
馬
車
の
行
く

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ー
マ
俳
句
ク
ラ
ブ
　
　
井
　
上
　
淳
　
子
（
ロ
ー
マ
市
）

華
や
い
で
衣
ま
と
ふ
や
老
い
し
梅

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ー
マ
俳
句
ク
ラ
ブ
　
　
山
　
根
　
　
　
緑
（
ロ
ー
マ
市
）

　
　
当
季
三
つ
物
（
連
句
）

枝
折
戸
の
ゆ
る
ゝ
日
和
の
花
見
か
な

　
至
福
の
時
を
謝
す
る
老
翁

風
納
め
鎮
め
て
蝌
蚪
の
生
る
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
北
陽
社
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
玲
　
虹
（
　

野

　
）

　
　
付
合
句

早
春
や
空
見
て
道
見
て
靴
替
へ
て
　
　
　
　
大
　
沼
　
寿
　
生
（
山

形

市
）

　
日
課
と
な
り
し
馴
れ
た
散
歩
路
　
　
　
　
井
　
上
　
玲
　
虹
（
　

野

　
）

舟
形
文
芸
ひ
ろ
ば
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平成29年度 春の交通安全県民運動
実施期間　　４月６日（木）～15日（土）

【交通事故に注意】
　これからの時期は陽気が良くなり雪融けが進むことで、歩行者の行動や自転車の利用が活発になり、関係する交通事故が多発する
ことが懸念されます。
　このような状況を踏まえ、歩行者保護意識の向上や自転車利用マナーアップを実施することにより、交通事故の防止に努めましょう。

《交通災害共済に加入している方で、事故で怪我をされた方はいませんか？》
　交通災害共済の請求は、事故の日から１年間です。請求を忘れずに。「自転車での事故（転倒など）も、対象になります。」
　▼問い合わせ／舟形町総務課危機管理室　☎（32）2111（内線232）

【運動の重点】 【自転車安全利用五則】
１．高齢者と子どもの交通事故防止
　　～事故にあわない、おこさない～
２．運転者の基本ルール遵守徹底
３．歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
　　自転車については、特に自転車安全利用五則の周知徹底
４．飲酒運転の根絶
５．後部座席を含めたすべてのシートベルトとチャイルド
　　シートの正しい着用の徹底

① 自転車は、車道が原則、歩道は例外
② 車道は左側を通行
③ 歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
④ 安全ルールを守る
　 ○飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　 ○夜間はライトを点灯
　 ○交差点での信号遵守と一時停止・安全確認
⑤ 子どもはヘルメットを着用

～交通安全「よく見て　確認　ゆとり行動」県民運動～～交通安全「よく見て　確認　ゆとり行動」県民運動～

○掲載を希望される方は、届け出の

　際にお申し出ください。

１歳頃の千鶴さん

家族からのメッセージ

◆現在の職業は？…………

◆自分を一言で？…………

◆夢は？……………………

◆趣味は？…………………

◆尊敬する人は？…………

◆舟形町の良いところは？…

◆10年後の舟形町は？……

◆成人式を終えて一言……

保育補助

質実剛健

保育士の資格を取ること

映画鑑賞、ライブに行くこと  

親  

自然いっぱいで空気がきれいなところ

今のきれいな風景を壊さないで自然豊かでいる

20年間、大事に育ててくれてありがとう。成人

の名に恥じぬよう気を引き締めていきます

沼澤　千鶴さん（一の関） camera 
 angle

camera 
 angle

ちづる

男

女

計

世帯

人口と世帯

：2,746人
：2,858人
：5,604人
：1,890世帯

（-１）
（+１）
（±０）
（＋2）

（  ）は前月比

（現在）

選挙人名簿登録者数

男性　2,338人
女性　2,486人 計4,824人

(12/２現在）

２
28

　成人おめでとうございます。
何事にも負けないで、人を思い
やる気持ちを忘れない大人にな
ってください。

父　茂　男  さん
母　　泉 　 さん

  より

舟形第３

舟形第４

長沢第１

洲　　崎

69（拓　也）

88（千代江）

89（一　善）

96（都志実）

沼澤　　保

眞見　重男

大場　愛子

山本　光子

（世帯主）◆□おくやみ申しあげます

成人式を迎えました！成人式を迎えました！

　ここでは書ききれない日々の活動や暮らしのこと、想いを綴った
日記（ブログ）をインターネットで公開しています。ご意見・応援
のメッセージなどをお寄せください。

★宇都木俊昭ブログ『舟形町より愛をこめて』http://ameblo.jp/toshiaki1007/
◎出井浩貴ブログ『徒然なるままに』http://ameblo.jp/idei0427/
●太田和慶ブログ『んまい！ふながた』http://ameblo.jp/kazuyoshi-ohta/
◇長江　亨ブログ『ながえもんのガタガタ日記』http://ameblo.jp/toru-nagae0513/

～地域おこし協力隊員のつぶやき～～地域おこし協力隊員のつぶやき～

　地域おこし協力隊の宇都木俊昭、出井浩貴、太田和慶、長江亨です。

このコーナーでは、私たちが舟形町の魅力を発見し、地域のみなさんに

お伝えしていきます。

　今月は、出井隊員と長江隊員の活動を紹介します。

～Vol.60～

今月の出井隊員

ふ な こ い

舟恋舟恋

　先日、東京で「地域おこし協力隊起
業・事業化研修」に参加してきました。
２日間の研修では、定住に向けた起
業・事業化のポイントのほか、地域で
成果を出している専門家の講義等を受
講しました。
　また、テーマごとにグループに分か
れ、地域の課題を資源と捉え事業化す
るワークショップなども行いました。
さまざまな地域の実情や共通課題等も
見え、とても刺激を受けました。これ
を今後活かしていきたいと思います。

今月の長江隊員
　現在企画中の「食農体験交流」に
「雪下野菜掘り出し体験」を入れられ
ないかと、かんじきを履きスコップを
担ぎ、雪下野菜の収穫を体験してきま
した。雪がしまり重く、悪戦苦闘しな
がら掘ること１ｍ。やっと見えてきた
キャベツと白菜に大興奮でした。
　何も無いように見えますが、現在に
残る雪国の暮らしの知恵や風習、伝承
文化、郷土料理こそが資源・宝物であ
ると感じます。これらを伝えられるよ
うな体験メニューにしていきたいです。

事業計画等についても学びました

雪下野菜掘り出し

２月２日～３月１日届出分

□お誕生おめでとうございます◆

太 　 折 庄司　依茉（　 　）拓　也
麻友美

内 　 山 伊藤　樹希（　 　）一　行
久　美

え ま

いつき

い
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３
月
か
ら
４
月
は
、
卒
業
と
入

学
・
就
職
な
ど
を
す
る
方
が
多
い
時

期
で
す
。
友
人
や
仲
間
、
恩
師
と
の

別
れ
も
あ
り
ま
す
が
、
将
来
再
会
し

た
時
に
き
っ
と
大
切
な
思
い
出
と
し

て
語
り
合
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
広
報
で
は
、
町
外
へ
出
る
方

に
も
「
い
つ
か
町
に
戻
っ
て
き
た

い
」
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
紙

面
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　  

　  

　（
し
ゅ
ん
）

～4月の主な行事予定～

保育園入園式（ほほえみ保育園）
中学校入学式（舟形中学校）
小学校入学式（舟形小学校）
町内会長会議（中央公民館）
町衛生組合長会議（中央公民館）
町納税組合長会議（中央公民館）
中学校運動会（舟形中学校）

6日
8日
8日
14日
17日
17日
29日

 

西
ノ
前
遺
跡
は
昭
和
61
年
に
山
形
県
教
育
委

員
会
が
行
な
っ
た
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
に
よ
り

発
見
、
登
録
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。
こ
の
調
査

は
国
道
13
号
線
尾
花
沢
新
庄
道
路
建
設
工
事
の

着
工
が
具
体
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
当
時
の
事

業
主
体
の
建
設
省
よ
り
依
頼
を
受
け
て
実
施
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ル
ー
ト
が
確
定
し
、

平
成
３
年
に
は
遺
跡
の
存
在
を
確
認
す
る
た
め

の
試
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
で
多

数
の
遺
構
や
遺
物
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、
平
成

４
年
に
本
格
的
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

　
平
成
４
年
の
発
掘
調
査
で
は
、
長
さ
10
ｍ
を

超
え
る
大
型
住
居
址
３
棟
を
含
む
住
居
址
９
棟
、

フ
ラ
ス
コ
状
土
壙
60
基
を
含
む
200
基
以
上
の
土

壙
及
び
無
数
の
柱
穴
、
土
器
な
ど
の
捨
場
な
ど

の
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
。
遺
物
は
、
現
在
国
宝

に
指
定
さ
れ
て
い
る
土
偶
48
点
を
は
じ
め
縄
文

土
器
・
石
器
な
ど
も
含
め
整
理
箱
で
約
900
箱
が

出
土
し
、
学
術
的
に
も
た
い
へ
ん
貴
重
な
遺
跡

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
遺
跡
の
年
代
は
、

こ
れ
ら
出
土
の
状
況
か
ら
縄
文
時
代
中
期
約
４
，

５
０
０
年
前
と
比
定
さ
れ
た
。

　
な
お
、
県
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
の
文
化
財
調

書
作
成
者
は
、「
西
ノ
前
遺
跡
は
、
国
宝
「
縄
文

の
女
神
」
を
は
じ
め
多
く
の
貴
重
な
遺
物
や
遺

構
が
出
土
し
た
遺
跡
と
し
て
末
永
く
保
存
し
、

適
切
な
活
用
の
途
を
講
ず
る
こ
と
が
妥
当
と
思

わ
れ
る
」
と
遺
跡
の
重
要
性
に
つ
い
て
意
見
を

述
べ
て
い
る
。

『
文
化
財
調
書
』
よ
り
抜
粋

シリーズ　地域のたから　その⑭

舟
形
町
指
定
文
化
財

　
（
平
成
14
年
７
月
29
日
指
定
）
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に
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　ま
え
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　せ
き

あ
と

こ
う
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